
 

【令和３年度版】「学校の新しい生活様式」（文科省 HP）に基づいた 

新型コロナウイルス感染症対策マニュアル 
茨城県立土浦第二高等学校 

 生徒 教職員 

始業前 ・登校前に各家庭で毎朝検温し、健康 

観察結果を Googleフォームに入力 

・発熱、体調不良の場合は登校しない 

 同居家族に風邪症状がみられる場合 

も休養する 

・マスクの着用 

・登校後の手洗いまたは手指消毒 

（消毒液は昇降口、各教室に設置） 

・発熱等の風邪症状がある場合には自宅で休養する 

同居家族に風邪症状がみられる場合も休養する 

・昇降口と各教室に消毒液設置 

 

 

・教室に入る前の手洗いまたは手指消毒の実施を呼びか

ける 

授業中 ・健康状態の確認 

 

 

 

・体温が高い生徒（37℃以上）には担任が聞き取りを行 

い、体調不良の場合は保健室で休養または早退させる 

・体温を測っていない生徒は職員室または保健室で検温 

・登校後、体調不良になった場合、すぐに早退させる。ま

たは保健室で休養させる 

（発熱等の場合は保護者の迎えで早退） 

・換気 

 

 

・天窓は常に開放 

・対角線上の窓を開ける（約 20ｃｍずつ） 

・廊下の窓も必ず開ける 

・エアコンやストーブの使用時にも窓を開ける。休み時

間には必ず換気を行う。 

・マスクの着用 ・授業中も必ず着用（熱中症が起こる可能性がある場合、

生徒同士の距離を保ち換気ができればマスクを外して

も良い） 

・手洗い、手指消毒 

 

・トイレの後、外から教室に戻る時（体育や移動教室の後

など）をはじめとしてこまめに手を洗うよう指示 

昼休み ・手洗い 

 

・食事の前に必ず手洗いまたは手指消毒を実施するよう

呼びかける 

・机を近づけない 

・使用している教室でのみ食事する 

・グループにならずに前を向いて食事をするよう指示 

・換気 ・昼休みの間は窓を開けて必ず換気させる 

放課後 ・必ず換気をして清掃 

・清掃後の手洗い 

 

・拭き取り消毒 

・拭き取り用アルコールとペーパーを

使用して消毒する（各クラス配布済

み） 

 

消毒箇所：机、ドアノブ、スイッチ、トイレ、水道など

生徒がよく触れる箇所 

消毒方法：消毒液をペーパータオルに染み込ませてか

ら消毒する箇所を拭き取る 

     ※消毒箇所に直接液をかけない 


